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【高等学校】 
☆体育の見方や考え方を踏まえ、豊かなスポーツライフの実現を目指して、課題を発見し、その解決を図る主体 
 的・協働的な学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
 

 ①運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な知識及び生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するため 
  の科学的知識を身に付けるとともに、運動の合理的・計画的な実践を通して、運動の特性に応じた技能を身に 
  付ける。 
 ②生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して、自己や仲間の課題に応じた運動の取り組み方や健康の 
  保持及び体力を高めるための運動の計画を工夫し、根拠を示したり相手に配慮したりして他者に伝えることが 
  できる力を育てる。 
 ③生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。 
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【中学校】 
☆体育の見方や考え方を踏まえ、豊かなスポーツライフの実現を目指して、課題を発見し、その解決を図る主体 
 的・協働的な学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
 

 ①運動の合理的な実践に関する具体的な知識及び生涯にわたって運動に親しむための科学的な知識を身に付ける 
  とともに、運動の合理的な実践を通して、運動の特性に応じた基本的な技能を身に付ける。 
 ②生涯にわたって運動に親しむことを目指して、自己の課題に応じた運動の取り組み方や健康の保持及び体力を 
  高めるための運動の組み合わせ方を工夫し、根拠を示して他者に伝えることができる力を育てる。 
 ③生涯にわたって運動に親しみ、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

 
 
【小学校】 
☆体育の見方や考え方を踏まえ、豊かなスポーツライフの実現を目指して、課題を発見し、その解決を図る主体 
 的・協働的な学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
 

 ①各種の運動が有する特性や魅力に応じた知識や技能を身に付ける。 
 ②自己の能力に適した課題をもち、活動を選んだり工夫したり、他者に伝えたりすることができる力を育てる。 
 ③運動の楽しさや喜びを味わい、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 

【幼児教育】（教育課程部会幼児教育部会において、本部会での議論を踏まえ、幼児期に育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議） 

○体を動かす様々な活動に目標をもって挑戦したり、困難なことにつまずいても気持ちを切り替えて乗り越えようとしたりして、主体的に取 

 り組む。 

○いろいろな遊びの場面に応じて、体の諸部位を十分に動かす。 

○健康な生活リズムを通して、自分の健康に対する関心や安全についての構えを身に付け、自分の体を大切にする気持ちを持つ。 

体育科・保健体育科（体育） 

【高等学校】 
○ 2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会を契機として、
運動やスポーツへの関心・意欲
等を高め、体育・健康に関する
指導や、体育で学習したことを
実生活や実社会で生かし，運動
の習慣化につなげることを充実
する。 
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  健やかな体の育成に関する教育のイメージ（検討素案） 



◆教職に関する科目等改正 
 免許法施行規則第６条に 
「小学校英語指導法」  

 に関する項目を追加(29年度） 

 

◆「初任研」「10年研」「免許更新講習」などの研修等へコア･カリキュラムを活用 

活
用
促
進 

◆国立大学法人 第3期の「機能強化の方向性に応じた重点支援に係る評価」における指標の例として、 

 次期学習指導要領の新たな課題に対する地域のニーズを踏まえた教員養成について提示  

◆私学助成・・・地域の教委との連携の下、次期学習指導要領の改訂に向けた新たな課題に対応した
教 
 員の養成・研修を一体的に行う大学への重点的な支援 

中教審  
教員養成部会審
議 

法案審議 
◆教員育成 
 協議会の設置 
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【高等学校】 
☆保健の見方や考え方を踏まえ、心身の健康の保持増進や回復、共生を目指し、健康課題を発見し、その解 
 決を図る学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
  
 ①個人及び社会生活における健康・安全に関する知識や技能を身に付ける。 
 ②個人及び社会生活に関わる健康課題を発見し、課題解決を目指して情報を収集、分析、活用したり、適 
  切に意思決定、行動選択したりする力を育てる。 
 ③健康を優先し、健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりに参画し、健康で豊かな活力ある生活を営 
  む態度を育てる。 
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【中学校】 
☆保健の見方や考え方を踏まえ、心身の健康の保持増進や回復、共生を目指し、健康課題を発見し、その解 
 決を図る学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
 
 ①個人生活における健康・安全に関する知識や技能を身に付ける。 
 ②健康課題を把握し、課題解決を目指して適切な情報を選択、活用し、意思決定をする力を育てる。 
 ③自他の健康の大切さを認識し、健康の保持増進や回復に主体的に取り組み、健康で豊かな生活を営む態度 
  を育てる。 

 
 

【小学校】 
☆保健の見方や考え方を踏まえ、心身の健康の保持増進や回復、共生を目指し、健康課題を発見し、その解 
 決を図る学習活動を通して、次の資質・能力を育成する。 
 
 ①身近な生活における健康・安全についての基礎的な知識や技能を身に付ける。 
 ②身近な健康課題に気付き、健康を保持増進するために情報を活用し、課題解決する力を育てる。 
 ③健康の大切さを認識し、自己の健康の保持増進や回復に主体的に取り組み、楽しく明るい生活を営む態度 
  を育てる。 

【幼児教育】（教育課程部会幼児教育部会において、本部会での議論を踏まえ、幼児期に育みたい資質・能力、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の明確化について審議） 

○体を動かす様々な活動に目標をもって挑戦したり、困難なことにつまずいても気持ちを切り替えて乗り越えようとしたりして、主体 

 的に取り組む。 

○いろいろな遊びの場面に応じて、体の諸部位を十分に動かす。 

○健康な生活リズムを通して、自分の健康に対する関心や安全についての構えを身に付け、自分の体を大切にする気持ちを持つ。 

体育科・保健体育科（保健） 

【高等学校】 
○ 2020年東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会を契機として、
運動やスポーツへの関心・意欲
等を高め、体育・健康に関する
指導や、体育で学習したことを
実生活や実社会で生かし，運動
の習慣化につなげることを充実
する。 

複数の科目に 
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  健やかな体の育成に関する教育のイメージ（検討素案） 


